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公益財団法人 北海道銀行中小企業人材育成基金 

 

 

 

 

 公益財団法人北海道銀行中小企業人材育成基金（理事長 笹原 晶博）では 2022 年度中小企業技

術活性化助成事業及び中小企業人材育成助成事業につきまして、助成金の交付企業を下記のとおり

決定いたしました。各助成事業の詳細は別紙をご参照願います。 

道内事業所の大部分を占める中小企業は大企業と比較すると研究開発費や人材育成にかかる費

用等には制約があることから、その優秀な能力や発想を十分に発揮していただくための一助となれ

ばと考え助成を行うものです。 

 これからも道内中小企業の技術水準の向上、新技術・新商品の研究開発、従業員の資質向上など

に対し、支援を行ってまいりたいと考えております。 

記 

＜中小企業技術活性化助成金交付先（順不同）＞※今回で 11 回目の交付となります。 

社名 所在地 対象事業 

Letara 株式会社 札幌市 
小型人工衛星のための安全かつ高推力を有する推進系（エン

ジン）の開発・提供 

中央精工株式会社 旭川市 肝臓用臓器保存灌流装置 

株式会社コバルテック 札幌市 
手持ち式回転ドリルでの穿孔時に発生する鉄粉及び粉塵を回

収する集塵機能付きダイヤモンドコアビットの開発 

NDTS 株式会社 札幌市 
酪農家の経済損失を防ぐ、生産現場で利用できる繁殖成績向

上モニタリングキットの開発 

株式会社ノア 
札幌市 

(開発拠点) 
3D データ撮影装置による、牛の非接触自動計測装置の開発 

 

＜中小企業人材育成助成金交付先（順不同）＞※今回で 6 回目の交付となります。 

社名 所在地 対象事業 

株式会社札促社 札幌市 SEOツール導入及びコンサル導入による従業員のDXスキル向上 

株式会社 DORAL 札幌市 RPA の導入による従業員の DXスキルの向上 

仁木工業株式会社 音更町 DX に関する外部講師招聘による従業員の DXスキル向上 

株式会社クリーン開発 千歳市 DX 人材獲得による従業員の DXスキル向上 

株式会社道央メタル 美唄市 DX に関するコンサル導入による従業員の DXスキル向上 

 

        以 上 

 

 
＜本件に関する内容照会先＞ 

公益財団法人 北海道銀行中小企業人材育成基金 事務局 稲上 Tel 011-222-4832 

    Fax 011-232-1627 

公益財団法人 北海道銀行中小企業人材育成基金 

2022 年度「中小企業技術活性化助成金」及び「中小企業人材育成助成金」の交付について 



2022 年度中小企業技術活性化助成金 

応

募

資

格

① 道内に主たる事業所を有し、原則として１年以上継続して事業を営んでいる

中小企業・個人事業主

② 資本金 3 億円以下（卸売業：1 億円以下、小売・サービス業：5 千万円以下）又は従
業員 300 人以下（卸売・サービス業：100 人以下、小売業：50 人以下）

③ 業種による制限は設けません。

製造分野だけでなく、研究・開発、販売など、幅広い分野が対象です。

④ 2021 年度の助成金交付者は 2022 年度の助成対象とはいたしません。

助

成

内

容

使
途

・新技術・新製品の研究開発を行うために必要な費用

ex) 新サービスの研究・開発、特許等知的財産権の取得、システム設計・開発、
試作品設計・製作 等

金
額

・プロジェクト費用の範囲内とし、1 助成先につき 100 万円を限度とします。

応
募
方
法

・募集期間：2022 年 9 月 5 日（月）～2022 年 12 月 5 日（月）

期間内に当財団所定の「中小企業経営・技術活性化助成金交付申請書」に参考資料を

添付してお申込み下さい。

助
成
時
期

選
考
方
法

・選考委員会による書類審査のほか、必要に応じてプレゼンテーションを行っていただ

きます。

・選考委員会の審査結果をもとに、当財団理事会において助成金交付者を決定いたしま

す。

・助成金交付者の発表並びに助成金交付は 2023 年 3 月を予定しております。

留
意
事
項
・
そ
の
他

① 選考された助成対象プロジェクトについては、社名・代表者名・研究開発テーマ・

研究開発概要等、ホームページでの公開や新聞等への発表を予定しております。

② ご提出いただいた申請書及び添付資料等は返却致しませんので予めご了承願います。

③ 「採」・「否」の結果は、申請者全員に文書にてご通知します。なお、「採」・「否」の

理由に関するお問い合せには、応じかねますので予めご了承ください。

④ 助成金交付後 1 年経過時点で進捗状況について書面でご報告願います。また、3 年経
過時点で助成対象事業の進捗状況についてヒアリングを実施させていただきます。

⑤ 当財団のセミナー等で成果発表をお願いする場合がございますので、その際はお引受

け願います。

お
問
合
せ
先

① 公益財団法人北海道銀行中小企業人材育成基金   担当：盛

〒060－8676 札幌市中央区大通西 4 丁目 1 番地 北海道銀行地域創生部内
TEL 011-222-4832 FAX 011-232-1627 

http://www.lilac.co.jp/jinzai/index.html
② 北海道銀行 各本支店

公益財団法人北海道銀行中小企業人材育成基金



2022 年度中小企業人材育成助成金

応

募

資

格

① 道内に主たる事業所を有し、原則として１年以上継続して事業を営んでいる

中小企業・個人事業主

② 資本金 3 億円以下（卸売業：1 億円以下、小売・サービス業：5 千万円以下）又は従
業員 300 人以下（卸売・サービス業：100 人以下、小売業：50 人以下）

③ 業種による制限は設けません。

④ 2019 年度以降の助成者は 2022 年度の助成対象とはいたしません。
⑤ 同一人物が代表者を務める複数の企業から申請があった場合には、いずれか 1 社のみ
を選考対象とさせていただきます。

助

成

内

容

使

途

DX 人材の育成をはかるために必要な費用
ex)  DX に関するセミナー実施、外部講師招聘、外部セミナー派遣、コンサル導入、
資格試験受験補助 等

金
額

必要費用の範囲内とし、1 助成者につき 20 万円を限度とします。

応
募
方
法

募集期間：2022 年 9 月 5 日（月）～2023 年 1 月 27 日（金）とします。
ただし、予算の限度となった時点で受付を終了します。

期間内に当財団所定の「中小企業人材育成助成金交付申請書」に計画書、見積書、パン

フレット等具体的な実施内容がわかる資料を添付してお申込み下さい。

助
成
時
期

選
考
方
法

・受付後随時選考委員による書類審査を行います。

・書類審査結果をもとに財団理事および事務局により助成金交付可否を決定します。

・発表並びに助成金交付は随時行います。

留
意
事
項
・
そ
の
他

① 助成先についてはホームページでの公開を予定しております。

② ご提出いただいた申請書及び添付資料等は返却致しませんので予めご了承願います。

③ 「採」・「否」の結果は、随時文書にてご通知します。なお、「採」・「否」の理由に関

するお問い合せには、応じかねますので予めご了承ください。

④ 実施後速やかに実施報告書をご提出いただきます。

⑤ 当財団のセミナー等で成果発表をお願いする場合がございますのでその際はお引受

け願います。

お
問
合
せ
先

① 公益財団法人北海道銀行中小企業人材育成基金 担当：盛

〒060－8676 札幌市中央区大通西 4 丁目 1 番地 北海道銀行地域創生部内
 TEL 011-222-4832 FAX 011-232-1627
http://www.lilac.co.jp/jinzai/index.html

② 北海道銀行 各本支店

公益財団法人北海道銀行中小企業人材育成基金


